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発行元： 
日向市立富島中学校 
（文責 校長･向江） 
令和３年３月 26 日 

卒業式終わる。さあ、次は皆さんの出番です。どんな、１年にしますか？ 
3/16（火）、桜の開花とともに第 74 回卒業式を

開催することができました。コロナのため昨年度
に続き、卒業生関係者のみの式となりましたが、
ここまで耐えてきた卒業生はさすがでした。堂々
とした入場、返事、聞く姿勢、礼法など、3年間の
学びの成果をしっかり表現してくれました。 

さあ、次は 1･2 年生の皆さんの出番です。 
まず、１年生。１年前に期待と不安を胸に富中

の正門を入った時のことを覚えていますか？入
学式では、 校門にある牧水の歌碑を詠み「夢に
向かって充実した学校生活を送ること」、そして、
北原白秋の「ひとつの言葉」を取り上げ、「ひとつ
の言葉を大切にして欲しい」とお願いしました。
まもなく先輩と呼ばれるようになります。新１年生
の頼れる良き先輩としての自覚や新年度を迎え
る心の準備をしっかりしてください。 

そして２年生には、１学期の始業式で、コロナ

～地域とともにある富島中～ 

富島中 
学校だより 

第 17 号 ・ ・ 力 夢 心 

今年度がまもなく終わります。コロナ
禍で守りの 1 年間でしたが、本校から
感染者が出さずに済みホッとしていま
す。来年度は、「行動」を合言葉に、果
敢に攻めていきたいと思っています。
(向江) 

当たり前のことが当たり前
にできるように、学校一丸と
なって取り組んでいます。 

凡事徹底 
ぼんじ 
てってい 

◇◆富島中ホームページ◇◆ 

http://cms.miyazaki-c.ed.jp/4601/htdocs/ 

から、学校だより等、学校の情報をご覧いた 

だけます。 富島中 

◆皆勤賞（３年間、無遅刻･無早退･無欠席）受賞  
大久保紗菜、黒木大夢、壹岐有沙、河埜康生、 
小西那奈、中川愛水、橋口望乃叶、山本陽菜多、
矢野和奏、川口小春、黒田光太郎、小出凛、 
田村律、那須杏香、吉田瑠奈、日浦冬雅 

ものの受け止め方次第で、考え方･行動が変わる！ 

禍の今だからこそ、「命を守る」、「今できること
を着実に取り組む」、そして「人のやさしさや温
かさに気づき、感謝できる「美しい心」をもつ」こ
とをお願いしました。2 年生は、それにしっかり
答え、部活動や生徒会活動において伝統を継
承しつつも、先輩を超える活動も見せてくれま
した。また、総合学習での日向市ＰＲ動画やＳ
ＤＧs 活動の発表内容の質の高さに、皆さんの
成長を見て取ることができました。 

４月からは、いよいよ最上級生として富中の
看板を背負う学年がスタートします。また、１年
後の進路決定に向けて、受験生として心の準
備をしなければなりません。 

今日を節目に、来る４月７日には新たなスタ
ートラインに立って、「夢に向かって挑戦する」
「行動する」姿を見せてくれることを期待してい
ます。 

【入場】 【氏名点呼】 【証書授与】 【式辞】 【来賓紹介】

【送辞】 【答辞】 【合唱】 【退場】 

卒業式特集 
 「学校長式辞」の一部を紹介します。 

 
まさか、コロナの影響がここまで長引くとは思ってもみませんでし

た。義務教育の最後の一年を、こんな目にあってしまい、「何で私
の時に限って」と恨んだ人もいることでしょう。 

 
さて、本日授与しました卒業証書は、皆さんが中学校の３年間

に、コロナのことも含め、様々な壁を乗り越え、たくましく成長した証
です。義務教育の修了に当たり、改めてご家族や地域の方々、先
生、そして、励まし合った仲間に感謝して欲しいと思います。 

 
今、皆さんの頭の中では、三年間のたくさんの思い出が駆け巡

っていることと思います。私の中では、普段の何気ない笑顔のあい
さつをはじめ、修学旅行での無邪気な姿、中体連大会での活躍な
どが強く印象に残っており、いつも「元気」をもらっていました。 

 
そして、今回のコロナ禍で日常を失って初めて、人との関わりの

大切さや勉強やスポーツができる幸せ、前向きな考え方の必要性
など、改めて気づかされたことも多くあったことと思います。 

 
明日から、いよいよ自分で決めた路を進むことになります。 
ただ、「様々な困難」にも直面することもあるでしょう。そんな時、

ヨシタケさんの絵本「りんごかもしれない」、「受け止め方次第で
行動が変わる」という言葉を思い出してください。 

しかし、何もかも「一人で」と思うのではなく、時には助けを求
めることも必要です。そんな時助けてくれるのが、苦楽を共にし
た「仲間」であり、愛情あふれる「家族」であり、いつでも温かく迎
えてくれる「故郷」なのです。何年か先に仲間と再会し、コロナで
辛く、寂しい思いをしたこの時期を振り返った時、一つの思い出
として、笑顔で語り合える日が来ることを願っています。 

 
保護者の皆様、お子様のご卒業、誠におめでとうございます。

たくましく健やかに成長されたお子様の姿に感慨もひとしおのこ
とと存じます。今後とも、変わらぬご支援をお願い申しあげます。 

 
以上、卒業生の輝かしい未来に夢を託し、式辞といたします。 
 

令和３年３月１６日 日向市立富島中学校 校長 向江 修一 

『ひとつのことば』 
北原白秋  

ひとつのことばでけんかして 
ひとつのことばでなかなおり 
ひとつのことばで頭が下がり 
ひとつのことばで心が痛む 
ひとつのことばで楽しく笑い 
ひとつのことばで泣かされる 
ひとつのことばはそれぞれに 
ひとつの心を持っている 
きれいなことばはきれいな心 
やさしいことばはやさしい心 
ひとつのことばを大切に 
ひとつのことばを美しく 


